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ヴィクセル© 財政理論について〔IV〕

祿税における公平の原則についての囡解1

倫 理 的  
見 地

理論上の 
原 則

实際上の原則
公 共 収 入

課税権の 
行 使 課税対象

一部，不没収の原強制的に不公正な キャピタル•ゲインに対

公正であ則 課税 所得ないする租税

ると見な しは財産相続税

された現 キャピタル• レヴィ

存の財産 地価値上りに対する租税

秩序

利益の毀政府越の収入

用 料金

公正であ利益原則 自発的に利益の価実質財産税

ると見な 課税 値 改善ないし改皮に対する

された現 租税

茌の財産 法人税

秩序 支払い能個人所得及び財産に対す

力 る租税.
消赀に対する租税 ,

資料：参考文献〔116〕 
(経済学部助手）

注 ( 1 3 ) 参考文献〔124〕及び〔125〕には，次のような® 解が彼せられている。それはU h rの図解と若干異なっている<

倫理的立場 理論上の原則
実 際 上 の 原 則

公 共 収 入
課 税 桶 納 税 業 務

不公正な財産秩 

序

没収原則 

(社会政策原則）

強制課税原則 不公正な財産 殻気利得税 •
相続税

臨時財産税

公正な財產秩序 利益原則 自己課税原則 酬 原 則 私経済的国家収入(公定価格, 手数料）

(細酿原則〉
容観利益原則 物 税 （特別賦金，収益税） ，

給付能力原則 人 税 m m m m ,直接所得税）

資料：参者文献〔116〕
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大河内一男解説

『職 エ 事 情 』 (生活古典叢書4 )  

籠山京解説

『女 工 と 結 核 』 （生活古典叢書5 )

ここにとりあげた二つの史料は，わが国の労働問題 

研究にとって欠くことのできない調查研究であり，と 

もに古典的な文献として，労働問題♦生活問題の研究 

者によって珍重されてきた。しかし，r職工事情」は，

戦後， 1 9 4 9年に，土屋喬雄博士の解題の下に，‘生活 

社から出版されたまま，今日に至ったが，この度，夫 

河内氏の解題をえて，新たな企画のもとに再刊された 

ことはまことに喜ばしい。

他方， 「女工と結核」は，解説者籠山氏ものべてお 

られるように， 「発表された当時，直接の関係者の手 

にわたっただけで，そのまま塵の中に埋れてしまって 

いた。したがぅて今日では，もうそれを見ることさえ 

容易ではない。匕かし，これらの文献は，次のような 

.理由で忘れ去られてはならないので，この機会に復刻 

して，つぎの世代に引きついでおきたいと思うのであ 

る」。ここで籠山氏がのべている意味は，「職工事情j 

と 「女工と結核j とは， ともに， 明治4 4年 3 月，わ 

が国における工場法成立を，その背後から支えた文献 

であり， とくに， 「女工と結核j の場合は，ひき延ば 

されてV、たその施行を実現させる原動力となったこと 

9 うちにある（_ 山氏解説，4頁)。すなわち，「職工事 

情」と 「女工と結核j とは， 明治4 4年の工場法の成 

立をめぐって，相互に密接な関速をもつものであり，

日本の産業資本主義確立期における原生的労働関係め 

実態も把握する上で，まことに不可欠な史料的研究で 

あるということができよう。

そこでこの二つの重要な史料が復刻されたのを機会 

に，その内容について简堪な紹介を試みるとともに，

それらの歴史的な意義につV、て私見をのべてみたいと 

思う。 "
まず「職工事情」は，綿糸紡績職工事情，生糸織物 

職工事•情，生糸職工_ 情，織物職工珙情，鉄工,硝子丨 

セメント，燐寸，煙草，印刷，製綿，組物，馏球，燐

-— 一79 (1141)

寸軸木，刷毛，花筵，麦稈真田職工事情，鉄工事情， 

硝子職工事情，セメント職工事倩，燐寸職工事情，煙 

草職工事情，印刷職工事情，製綿，組物, 電球，燐寸 

軸木，刷子，花筵，麦稈真Cl職工事情,職工事情附録 

I , 職工事情附録0 , というように， 明治3 0年代宋 

期のわが国の製造業のうち，主要なものを網羅し，

そこでの労働者状態につん、て， 5 冊にわけて克明に分 

祈したものであり，解説者大河内氏も,戦争直後の版 

で，土屋博士がのべておられるつぎのような評価を,.. 

そのまま引用されているように，農商務省という官庁 

の資料としては，まことに画期的な意義を担うもので 

あった。 「こ の f職工事情j がその量において尨大な 

ものであったととは，すでにのベたところであるが， 

その記述の様式においては，官庁調査に往々に見られ 

るような歪曲はほとんど見られなI 、。はじめに述べた 

ように,当時の劣恶きわまる労働事情をほとんどある 

がままに描出しており，労働者に対する同情的立場に 

も示されている。その記述の様式すなわち質において 

もすぐれたものである点でも，古典と称されるに値す 

るものである」。

もちろん「職工事情j は，たんに綿紡績女工の状爐 

だけでなく , きわめて広はんな労働者の労働条件につ 

いてふれているが，しかし，綿糸紡績職工，生糸職工， 

織物職工などの繊維産業に働く労働者，とりわけ女子 

労働者について克明な分析を展開していることが特徴 

的であり，とくに女子の深夜業をはじめ,賃金および 

労働時間，寄宿舎制度などについて，日本の産業資本 

主義の恥部を赤裸にしているのであるが，とりわけ, 

無視されてはならないのは，そ の 「職工事情附録」で 

あろう。この附録は，たんに，この貴重なドキュメン 

トを補足するものであるにとどまらず，V、わゆる原生 

的労働関係が，資本*賃労働関係によって規定されな 

がらも，暴力的• 監獄的な権力の支配によって彩られ， 

資本蓄積が強行されたことを，痛切にわれわれに訴え 

ている点で資本の本源的蓄積のすさまじさを物語るも 

のとしてまことに印象的である。拷問にもひとしいr身 

待の霧実は，当時の日本資本主義の蓄積様式の苛酷さ 

を物語っている。

「職工班情」と比較すると，「女工と結核j は，同じ 

く工場法制宠への推進力として作用したとはいえ，独 

自の意義をもつ。苟酷な労働条件と劣悪な労働環境の 

なかにおかれた女子労働者にたいする熱い同情とヒュ 

一 マ ニ ズムめ流露という点では「職工_ 情」と共通する 

前が多いのであるが，むしろ医学上の觅地から，これ
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ら悲惨な女子労働者たちの状態が，V、かに彼らの運命 

を変転させ，さらに彼女らの埽郷によってその病菌が 

農村にまき散らされ，国民の健康をむしばんでいたか, 

この点に焦点をあてた調査研究である。とくに「職工 

事情」が，農商務翁商工局工務課工場調奄掛によって 

まとめられ，「女工と結核」もまた農商務省工務局に負 

うところきわめて大であるけれども，後者の場合，と 

くに当時，農商務省の嘱託であった石原修の異常な努 

力によって，この調査.研究が，一般の官庁出版物とは 

異なって，きわめて興味ある個性的なものとなった理 

由がある。

I 工場衛生調丧资料……農商務省工務局， U 衛 

生学上ヨリ見タル女工の現況（附録女工と結核)……石 

原修，m 某紡績会社某工場エ女健康成績調査……石 

原修， I V 男工一部ノ衛生状態ニ関スル粗雑ナル調査 

• 石原修，という内容から成っているが,籠山氏の 

解説によれば，この調査と「職工事情」との関係は， 

「明治3 3 年に商工局工務課に調查掛がおかれ，窪田静 

太郎が主任となってr工場調査要領j , 『職工事情』を 

作り，36年，窪田が工務課長から内務省にもどって， 

工務課長の後任に参事官岡実がな9 て， 『工場調査要 

領第 2 版』が作られ， 4 2 年 1 0 月 『工場法案ノ説明』 

が，岡工務課長の手で作られているという経過である 

から，内務省衛生局長® 田静太郎が，その下僚であっ 

た岡実を指導し，自分がやりとげ得なかった工場法の 

成立に執念をもっていたと推測できる。それが内務技 

師野田忠疚をして，工場衛生の調莶を行わせ，若き青 

年, 石原修を内務省の嘱託に迎える^;ととなったので 

あろう」（9 —lOJDo

この調宠研究にお^、て，石原修が重要な地位をしめ 

るのは，r衛生学上ヨリ見タル女工之現況』と『女工と 

結核』においてであるが，籠山氏がその解説において 

のべているように，彼のこれらの調査研究は，彼の上 

' 司，岡実の指揮のもとに行なわれたのである。しかし 

岡の論文は，工場と農村との関速について全くふれて 

いない。 これに反して，忍原は，「工場の内侧だけでな 

く，その労働力の給源であるとともに，不興となった 

労働力の棄て場であった農村について調直したが，取 

に工場で発生した傷病の数を正しぐとらえるというこ 

とでなく，次の二つのきわめて逭袈な問題点を明らか 

にすることとなったj (17m . このニつの点というの 

は，一つは，工場制工業の惨寄と出稼型货労働の姑び 

つきが，農村を通じて，国全体の労働力を加速度的に 

荒廃せしめるという逭大な事爽を明らかにした。第二

に，この調连は， 「結核』という医学上の対象が，実 

は医学だけではfF明できないのだということをはっき 

りと示したことが逭要” あ る （18頁)。

若い医学徒石原は，工場穷働と出稼型貨労働との結 

びつきの結果生ずる病害が，いかに病菌をまきちらし， 

国民的な規模での労働力の西生産の障害をなしたか， 

このような観点から，農村と紛績業との関速に注目し， 

その意味では直接の上司岡実の結論を一歩先におしす 

すめたものであり，そのためにまた，これを一般に発 

表することは容易なことではなかった。この点につL、 

て，籠山氏は，適切に，つぎのように指摘される。

「ここでいえることは， 岡実の論述と石原修の 

『衛生学上ヨリ見タル女工之現況』お よ び 『女工と 

結核』の差興である。岡実は，工場における職工の 

傷病をとらえるという点で，工場調査と農村調査を 

併用したに止まったが，石原修は，正しく二つの問 

題点を指摘している。第 2 の点—— 工場で結核にな

った男女が郷に掃って，激しい流行をおこす------ に

ついては，医者でなかった岡実が見逃すことがあっ 

たとしても，第 1 の点をなぜ，見逃してしまっすこの 

であろうか。

しかし，下僚であった石原修が，その結果につい 

て岡実に報告したであろうし，その結果が重大であ 

ったが故に，却って発表が困難となったもののよう 

であるから，岡実が全く気付かなかった訳ではない 

であろう。だが，実際に農村について調査し，自分 

の手で集計した石原修の感得した重大性は，農商務 

省のデスクに坐っていた岡実には同じように理解で 

きなかったのではないのか。やはり，実態を調杏す 

ることの尊さが，この差異-をもたらしたのだと思うJ 

(25—26頁)。

直接の上司であった岡実との見解の差異を明瞭に意 

識し，來大での恩師，片山国嘉の助力をえて岡実のお 

しとどめるのをふりきるようにして国家医学会雑誌に 

発表にふみきった彼の態度は，農商務省における輝か 

しV、栄達の途を捨てても，自己の学問的生命を贯こう 

とする炎心のあらわれであ，り，彼の誠実な態度には今 

もなおわれわれを帟起させずには措かぬ何物かがあるo 

r術也学上ヨリ見タル女工之現況』は，第 1 篇緒言， 

第 2 篇移動，第 3 篇体格, 第 4 篇疾姐，第 5 篇帰郷女 

エノ他康調沲および第6 篇総括, とV、う篇別構成であ 

るが，このうち蓊渚がもっとも力を注いだのは第5 篇 

であり，この篇だけで，全体のギ分の遣をしめている。 

これは，第 1 章疾讥ニヨル帰郷者，馆 2 章疾患帰郷死

■------ 80 (1142)---------
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亡者，第 3 章事故掃郷後疾激ニ罹リシモノ，第 4 章事 

故掃郷後疾患ニ罹リ死亡セシモノ，第 5 章帰郷者中ノ 

総疾患者，第 6 章帰郷全員中ノ死亡者，第7章一般率 

トノ比較，という内容である。

第 1 章においては， 「疾患ニ ヨ ル 帰郷者」として， 

⑴肺結核，⑵結核ノ疑ヒアル疾患，⑶脚気，⑷胃腸病， 

⑸其ノ他にわけ， 「疾患帰鄉死亡者中，肺結核ニヨリ 

テ死亡セシモノハ，典四割ヲ占ムルナリj として，結 

核による死亡率の高さを，多くの統計によって示して 

いる。そして，脚気，胃腸病その他にかん+ る死亡率 

との比較を統計にあらわすことによって，事の重大さ 

を指摘し最後の第6 篇総括において，44項目から成 

る結論を展開している（169—171頁)。

しかしながらもっとも興味深いものは，この f衛生 

学上ヨリ見タル女工之現況』Q 附録， 『女工と結核j 
である。これは，大正2 年10月，.国家医学会例会席上 

に於ける講演をまとめたものであるが，今もなお，読 

む者に新鮮な感動をんたえる。これは，社会科学とは 

まったく領域を異にする医学徒によっでなされた講演 

であるにもかかわらず，その学問的良心は，医学その 

ものが社会科学的認識なしには，疾病の本質を把搪し 

えないという事実を物語っているように思われる。 

r先づ全国では2 0万人位は毎年工場に出稼をする 

やうに思ひます。まあ20万人として勘定しますれば， 

其中12方人は出たきり帰ってこない，さうして残り 

の 8 万A だけは先づ郷里に帰って来るということに 

なって居ります。……工場の仕窜は嫌になる,遂に 

は女工の気の利いた者は酌婦になるし，気の利かぬ 

者は貧民窟の私娼になつて仕舞うといふようなこと 

が甚だ多し、のでございます。……又彼等女工の国に 

帰る者の状況を申しますると国に帰りますもの， 6 

人又は7 人の中1人は必ず疾病にして重い病気で帰 

って来る，先ず8 万の中で1 万 3 千余人はありませ 

う，疾病たるの故を以て国に帰ります1万 3 千人の 

重い病気の中の4 分の 1 , 3 千人といふものは皆結 

核に罹って居ります: 」（187—188頁)。

「工業は見様に依っては白昼人を殺して居るとい 

ふ事臾が現われて居る，然るに其責任を問ふ者もな

_ _ ^  ,

い,左程世間の人が重大とも何とも思って扣りませ 

ぬ，実に異様の感が起ります」(193H)o 
このような論調は，日本資本主義の原罪的な所業に 

たいするいわば告発ともいうべきものであり，とりわ 

け，この講演の末尾にみられるつぎの一節は，医学者 

としての良心というよりは，国家権力および産業資本 

家にたいする痛切な批判者として，われわれ社会科学 

に志す者にとってもまた教訓的というべきであろう。 

r先刻申しました5 千人といふものは,工業の戦命 

の為に犠牲になりましたが，此衝に当りました5 千 

人め戦死人の外に， 2 方 5千人といふ工業をやった 

為に余計重病人が出来たといふことを申してもよか 

ろうと思ひます。謂わゆる矛を執っヤ敵に丨句って戦 

をして死んだ渚は敬意を以て迎えられ，国家から何 

とか色々の恩典に報いられ，国民より名誉の戦死者 

とされ，又負傷者となったものは充分の手当をうけ 

名誉の負傷者として報いられ迎えられます。それに 

かかわらず，平和め戦争の為に戦死した者は何を以 

て之に報いて居るかといふことは私には分りませぬ， 

涙深いことを申すやうでございますが，女工の運命 

は実に悲惨なものでございます。矢張り彼等女工と 

雖も我々の大事な同胞のひとつであろうと思ひます， 

又彼等を個むといふことの外に一方には国とI 、ふ上 

から考へましても工業が結核を国内に撤布して世に 

立って働くものの生命を絶ち，よし生命を絶たれぬ 

ながらも体質の弱い者は何万人出て居るか分りませ 

ぬ。此国がいつまでも斯の如きことをして進んで行 

きましたならば，我々は子孫の為に不祥なる事柄を 

残すといふことになります。子孫に対し父祖として 

誠に恥しいことではないかと思ひます……j (196— 
197 頁)。

原生的労働関係の探求にとって，以上の2 著は，-お典 

的な価値をもつものであり/労働問題に関心をもつす 

ベての諸君に推奨を惜しまない（1， 一マ1 年.光生始発 

行，「職工事情j 617頁， A 5版，5,000円，「女工と結核」A 
5版，234頁，2, 500円)。

— —1971 *10 *21——

飯 田 鼎  

(経済学部教授）
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